
介紹

紹
　
介

林
陸
朗
　
著

『
奈
良
朝
人
物
列
伝

　
　
一
匹
続
日
本
紀
麗
麗
卒
伝
の
検
討
一
』

　
本
書
は
、
『
続
日
本
紀
葡
の
注
釈
に
取
り
組
ん

で
き
た
著
者
が
、
「
『
雲
気
本
紀
臨
掲
載
の
伝
記
に

つ
い
て
」
（
『
臼
本
史
籍
論
集
触
上
、
吉
用
弘
文
館
、

　
九
六
九
）
、
「
『
続
日
本
甘
口
の
功
臣
伝
に
つ
い

て
」
（
咽
続
国
本
古
代
史
論
集
葡
中
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
九
）
な
ど
の
『
続
日
本
紀
騙
の
麗
卒
伝
に

関
わ
る
著
者
の
論
文
と
関
連
し
て
、
麗
卒
伝
の
部

分
に
関
わ
る
注
釈
と
考
察
を
ま
と
め
よ
う
と
試
み

た
　
冊
で
あ
り
、
序
説
と
、
そ
れ
に
続
く
『
続
日

本
紀
臨
の
麗
言
伝
の
検
討
か
ら
な
る
。

　
ま
ず
「
序
説
1
『
裏
日
本
掻
撫
の
麗
卒
伝
に
つ

い
て
一
扁
に
お
い
て
、
『
続
日
本
紀
臨
全
体
を
通

じ
て
、
嘉
卒
伝
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
の
麗
卒
記
事
は
、
第

一
に
重
心
の
事
実
の
み
記
載
す
る
も
の
、
第
二
に

麗
卒
の
事
実
と
係
累
を
記
載
す
る
も
の
、
第
三
に

係
累
の
記
載
に
加
え
伝
記
を
記
載
す
る
も
の
に
分

け
ら
れ
る
。
本
書
の
副
題
に
も
な
っ
て
い
る
い
わ

ゆ
る
麗
官
製
に
当
た
る
の
は
第
三
の
分
類
で
あ
り
、

恣
意
的
な
取
捨
選
択
を
行
な
っ
た
結
果
で
は
な
く
、

噸
続
日
本
紀
州
に
み
え
る
五
十
四
例
の
無
難
伝
す

べ
て
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
な
麗
卒
伝
の
分
析

を
通
じ
て
麗
機
翼
の
全
体
の
傾
向
を
見
通
す
と
と

も
に
、
そ
こ
か
ら
『
黒
日
本
紀
』
の
編
纂
過
程
や

意
図
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
序
説
で
大
略
を
み
た
文
武
天
皇
四
年

三
月
己
未
条
の
道
昭
に
始
ま
り
延
暦
九
年
十
月
乙

未
条
の
佐
伯
密
毛
人
に
至
る
ま
で
の
『
続
日
本

紀
臨
に
み
え
る
五
十
四
の
要
説
伝
に
つ
い
て
、

個
々
に
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の

都
合
上
、
五
十
四
例
の
番
卒
架
す
べ
て
を
紹
介
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
～
部
を
挙
げ
る
と
、

行
基
、
光
明
皇
后
、
鑑
真
、
藤
原
仲
麻
呂
、
藤
原

百
川
、
淡
海
三
船
、
大
伴
家
持
な
ど
の
高
校
日
本

史
で
も
取
り
挙
げ
ら
れ
る
人
物
か
ら
、
高
丘
比
良

麻
呂
、
国
面
影
麻
呂
、
大
津
大
浦
、
飯
高
諸
軍
、

藤
原
百
能
な
ど
の
あ
ま
り
そ
の
生
涯
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
ま
で
、
多
彩
な
経
歴

を
持
つ
人
々
が
お
り
、
奈
良
時
代
の
政
治
の
中
心

を
担
っ
た
人
物
だ
け
で
は
な
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
麗
卒
伝
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
現
代
語
訳
、
訓
読
文
、
原
文
、

語
句
解
説
、
考
察
が
付
さ
れ
て
い
る
。
現
代
語
訳
、

語
句
解
説
は
丁
寧
で
あ
り
、
内
容
は
麗
卒
伝
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
出
身
氏
族
の
解
説
、
官

歴
の
追
跡
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
政
治
的
な
背
景
に

ま
で
考
察
が
及
ぶ
。
さ
ら
に
個
別
の
事
例
の
検
討

に
加
え
て
、
『
続
日
本
紀
幽
の
成
立
過
程
に
関
わ

る
問
題
、
ま
た
『
続
日
本
紀
臨
に
み
え
る
「
長
屋

王
の
変
」
や
「
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
」
な
ど
の
政
治

的
事
件
に
関
わ
る
諸
問
題
、
さ
ら
に
は
皇
親
賜
姓

や
奈
良
時
代
に
お
け
る
尚
侍
な
ど
の
個
別
の
テ
ー

マ
や
、
語
句
解
説
に
関
連
し
た
細
か
な
問
題
点
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察

の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
一
般
的
な
概

説
か
ら
専
門
的
な
問
題
ま
で
幅
広
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
本
書
は
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
麗
卒
伝
を
検

討
す
る
と
い
う
多
様
な
個
別
事
例
の
検
討
で
あ
る

と
同
時
に
、
人
物
の
考
察
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
彩

な
内
容
を
も
ち
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
、
『
続
日

本
紀
騙
に
み
え
る
奈
良
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
『
斜
日
本
紀
』
に
つ
い
て
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
奈

良
時
代
史
に
つ
い
て
の
基
本
書
と
い
え
よ
う
。
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